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三河湾における底層溶存酸素量に係る水質環境基準の水域類型の指定に
ついて（概要版） 

 

１ 概要 

環境基本法（平成５年法律第 91 号）に基づき水質汚濁に係る環境基準が定められており、

人の健康の保護に関する環境基準と生活環境の保全に関する環境基準に分けられている。 

生活環境の保全に関する環境基準のうち、湖沼及び海域における底層溶存酸素量について

は、魚介類等の生息や藻場等の生育に対する直接的な影響を判断できる指標として、国により

2016 年３月に設定され、2022 年 12 月には伊勢湾（三河湾を除く。）の水域類型が指定された。 

三河湾については、県が底層溶存酸素量に係る環境基準の水域類型の指定を行う。 

 

２ 底層溶存酸素量に係る環境基準 

水生生物が生息・再生産する場の適応性に応じて水域類型が設けられている。 

水域 類型 水生生物が生息・再生産する場の適応性 基準値 

湖 

沼 

・ 

海 

域 

生物１ 
生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物が生息できる場を保全・再生す

る水域又は再生産段階において貧酸素耐性の低い水生生物が再生産できる場

を保全・再生する水域 
4.0mg/L 以上 

生物２ 
生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物を除き、水生生物が生息できる

場を保全・再生する水域又は再生産段階において貧酸素耐性の低い水生生物

を除き、水生生物が再生産できる場を保全・再生する水域 
3.0mg/L 以上 

生物３ 
生息段階において貧酸素耐性の高い水生生物が生息できる場を保全・再生す

る水域、再生産段階において貧酸素耐性の高い水生生物が再生産できる場を

保全・再生する水域又は無生物域を解消する水域 
2.0mg/L 以上 

備考）基準値は、日間平均値とする。  

 

３ 三河湾における底層溶存酸素量に係る環境基準の水域類型の指定の検討 

三河湾における底層溶存酸素量に係る環境基準の水域類型の指定の検討概要を示す。 

 

（１）保全対象種（保全する水生生物）の観点からの検討 

三河湾の水生生物の生息状況を文献調査や水産関係者へのヒアリングにより把握し、保全

対象種として相応しいかどうかの判断項目(以下の①～⑩)について、①から⑨のうち５個以

上の判断項目又は⑩を満たす種を設定し、更に生息域及び再生産の視点からグループ化し、

各グループに属する種を代表する 13 種を選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保全対象種として相応しいかどうかの判断に用いた項目 
① 当該海域に関する計画等で保全を図るべき種として掲げられている種 

② 貧酸素の影響を受けやすい種（卵の性状） 

③ 貧酸素の影響を受けやすい種（貧酸素化が著しい時期に再生産を行う種） 

④ 貧酸素の影響を受けやすい種（成魚、成体の上下移動能力が低い種） 

⑤ 主要な漁獲対象種 

⑥ 地域の食文化からみて重要な種 

⑦ 親水利用（釣り等）の観点からみて重要な種 

⑧ 環境省及び愛知県のレッドデータブックに記載されている種のうち、 

その減少要因が水質悪化や溶存酸素量の低下であると推定されている種 

⑨ 物質循環の保全（水質浄化）において重要な種 

⑩ 地域関係者が必要としている種（水産関係者へのヒアリング結果） 

保全対象種（代表 13 種） 

魚類：マアナゴ、シロギス、ヒラメ、 
メイタガレイ、マコガレイ、 
トラフグ 

甲殻類：クルマエビ、ヨシエビ、 
サルエビ、ガザミ、シャコ 

二枚貝類：アサリ 
棘皮動物：マナマコ 
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代表種の保全対象範囲（生息域及び再生産の場）を重ね合わせた結果、三河湾全域が生物

１類型（底層溶存酸素量：４mg/L 以上）に相当した（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 保全対象種の観点からの底層溶存酸素量の目標値 

 

（２）水域の特徴の観点からの検討 

底層溶存酸素量に係る水域類型の指定において考慮すべき水域の特徴を整理した（図２、

図３）。なお、水生生物の保全に係る環境基準（以下「水生生物保全環境基準」という。）の

水域類型において、生物特Ａ類型に指定された範囲は、夏季の下層の溶存酸素量（底層溶存

酸素量）３mg/L 以上が要件の一つである（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 近年の底層溶存酸素量の状況（溶存酸素飽和度 30％以下） 

（2019～2023 年の「伊勢・三河湾貧酸素情報（愛知県水産試験場）」を基に、愛知県環境局作成） 

 

※代表種（13種）の生息域及び再生産の場を 

重ね合わせ、重複する範囲は高い方の底層 

溶存酸素量の目標値を設定 

酸素飽和度 30％の時、 

底層溶存酸素量 2.09mg/L 

渥美湾で広がった貧酸素水塊は、海水交換等に

より湾口側から解消していく傾向がある。 
貧酸素水塊の最大範囲 
（2019～2023 年度） 

渥美湾で最大範囲となった調査日の次の

調査日における貧酸素水塊の最大範囲 

（2019～2023 年度） 
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図３ 水域の特徴に関する考慮事項の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 水生生物保全環境基準の水域類型の指定状況 

 

４ 三河湾における底層溶存酸素量に係る環境基準の水域類型の指定（案） 

３の検討結果について、水産関係者及び港湾関係者へのヒアリングを行い、水域を区分して

底層溶存酸素量に係る環境基準の水域類型の指定（案）を作成した（図５、図６）。

三河湾（ロ） 

三河湾（ニ） 三河湾（ホ） 

三河湾（イ） 

三河湾（ハ） 

生物 A 

生物特 A 

水生生物保全環境基準の環境基準点 

※ 水域の区分に用いた等深線は、水域類型の指定時点（2022 年３月）のもの 

※ 生物特Ａ類型は、底層溶存酸素量３mg/L が要件の一つである。 

 

粘性土の分布 

粘性土の分布 

衣浦港（高潮防波堤内側） 

一色干潟 

伊川津干潟 

汐川干潟 

三河港（渥美湾奥部） 

三河湾口部 

田原市地先 
藻場保護水面     埋立てや港湾施設の建設に伴う海水交換

が悪いと推測される水域 
    粘性土の分布 
    外海水の影響により海水交換が良好と推

測される水域 
    湾口側からの貧酸素水塊の解消傾向（渥美湾） 
    主要な干潟の分布 
    藻場保護水面 

アサリ採捕禁止区域 

西尾市地先 
藻場保護水面 

六条潟 
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図５ 三河湾における底層溶存酸素量に係る水質環境基準の水域類型の指定（案）における水域区分の概要 

 

 

衣浦港防波堤を結ぶ線 
（生物 A 内で区分） 
防波堤内は、埋立て・港湾施設の
建設により、閉鎖性が高い。 

水深 5ｍ線 
（生物特 A と生物 A を区分） 

以浅（浅場）は、潮流による再曝
気や表層における空気中からの
酸素供給が期待される。 

粘性土（底泥）の分布境界 
（生物特 A と生物 A を区分） 
粘性土（底泥）では微生物により、酸
素消費しやすいと推測される。 

砂質土の分布境界 
（生物特 A 内で区分） 
有機物の蓄積が少ない砂質土では、微生物によ

る酸素消費が少ないと推測される。 

水深 5ｍ線 
（生物特 A 内で区分） 
 

水深 15ｍ線 
（生物 A 内を区分） 
貧酸素化した状態から海水交換等によ
る湾口側からの回復傾向が認められる

範囲である。 

粘性土（底泥）の分布境界 
（生物特 A と生物 A を区分） 

三河港大橋北の陸端を
結ぶ線 
（生物特 A と生物 A を区分） 
汐川干潟・浅場における水質
浄化機能が期待される。 

アサリ採捕禁止区域の線 
（生物 A 内で区分） 
六条潟・浅場及びその周辺水域にお
ける水質浄化機能が期待される。 

 

水深 5ｍ線 
（生物特 A と生物 A を区分） 
 

粘性土（底泥）の分布境界 
（生物特 A と生物 A を区分） 

水深 5ｍ線 
（生物特 A と生物 A を区分） 
 

※ 「生物 A」及び「生物特 A」は、水生生物保全 
環境基準における水域類型（図４） 
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図６ 三河湾における底層溶存酸素量に係る水質環境基準の水域類型の指定（案） 

三河湾（6） 
・海水交換が悪いと推測される水域

（衣浦湾奥部、衣浦港防波堤内） 

三河湾（2） 
・底層溶存酸素量が 3.0 ㎎/L 

未満となる頻度が高いと推測 
される水域 

三河湾（3） 
・底層溶存酸素量 3.0mg/L 未満となる頻度が高いと推測される水域 
・水生生物保全環境基準の生物特A 類型（底層溶存酸素量 3.0mg/L以上）を含む。 

・海水交換等による湾口側からの回復傾向が認められる水域を含む。 

三河湾（4） 
・海水交換が悪いと推測される水域（渥美湾奥部、三河港） 
・底層溶存酸素量 3.0mg/L 未満となる頻度が高いと推測される水域 
・六条潟等の干潟・浅場が分布する水域 

・水生生物保全環境基準の生物特 A 類型（底層溶存酸素量 3.0mg/L 以上）を含む。 

三河湾（5） 
・海水交換が悪いと推測される水域 

・汐川干潟・浅場が分布する水域 
・水生生物保全環境基準の生物特 A 類型

（底層溶存酸素量 3.0mg/L 以上） 

三河湾（1） 
・保全対象の重ね合わせの結果、底層溶存

酸素量 4.0mg/L 以上を保全する水域 
・湾口部及び海水交換が良好と推測される

水域 
・干潟・浅場及び藻場が分布する水域 

三河湾（7） 
・底層溶存酸素量 2.0mg/L 未満となる頻度

が高いと推測される水域 
・海水交換が悪いと推測される水域（渥美湾

央部～湾奥部、三河港） 
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